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東
海
朝
陽
会

日
　
時
　
平
成
六
年
四
月
八
日
（全
）

会
　
場
　
メ
ル
バ
ル
ク
Ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｙ
ａ

出
席
者
（敬
称
略
）

鳥
羽
富
士
夫
（新
２２
回
）

鈴
木
　
浩
久
（新
２３
回
）

福
井
　
茂
夫
（新
２７
回
）

以
上
二
十
二
名

け
つ
け
て
く
れ
、
プ
ロ
野
球
の
開
幕
を
明
日
に
控

え
た
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
コ
ー
チ
の
井
手
峻
氏
（新

・４
回
）
も
出
席
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
海
外
赴

任
の
方
々
か
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
個
茂
実
氏
（新

２４
回
）、
カ
ナ
ダ
の
佐
藤
誠
也
氏
（新
２７
回
）
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
は
久
保
田
幹
事

の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
榊
友

彦
会
長
の
挨
拶
、
森
田
直
文
幹
事
長
の
乾
杯
の
音

頭
で
宴
が
始
り
ま
し
た
。
横
井
幹
事
か
ら
母
校
の

近
況
報
告
と
、
認
刹
宿
高
校
音
楽

の
タ
ベ
」

へ
の

寄
付
を
説
明
し
ま
し
た
。
年
度
順
に
全
員
の
ス

ピ
ー
チ
を
行

い
な
が
ら
、
旧
交
を
暖
め
ま
し
た
。

途
中
、
本
日
の
メ
イ
ン
エ
ベ
ン
ト
の

「新
宿
高

校
音
楽
の
タ
ベ
」
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
放
映
．
池

辺
氏
と
同
期
で
岐
卑
県
美
術
館
学
芸
員
の
古
川
氏

か
ら
、
岐
阜
県
美
術
館

で
池
辺
氏
と
古
川
氏
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行

っ
た
と
こ
ろ
た
い
へ
ん
好
評

だ

っ
た
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
デ

オ
に
映

っ
た
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
様
子
に
は
、

今
音
の
感
に
耐
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

嫌
後
に
ビ
デ
オ
の
六
声
会
合
唱
団
に
リ
ー
ド
さ

れ
て

「
六
中
校
歌
」
「新
宿
高
校
校
歌
」
そ
し
て

「
六
中
健
児
」
を
皆

で
歌

い
、
ま
た
の
再
開
を

誓

っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

東
海
四
県
（愛
知

・
岐
阜

・
静
同

・
二
重
）
に
在

住
の
方
、
新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
、
ぜ
ひ
事
務
局

ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。
　

　

　

（横
井
和
雄
記
）

事
務
局
〒
四
七
〇
―
〇
二

麗

罠

愛
知
県
西
加
茂
郡
三
好
町
四
―

丁
―
二
十

一

福
井
茂
夫

奮
〇
五
六

一
三
―
・工↑
上
量
全
一人

小

見

ＩＬＩ

俊

彦

（
中

５

回

）

山

田

　

正

幸

（
中

７

回

）

ぃ椰岬中赫４３．２岬　中］］靱繭一岬

小
日
　
　
功
（新
１０
回
）

田
村
　
信
次
（新
Ю
回
）

川
上
　
工
博
（新
２
回
）

横
井
　
和
雄
（新
１２
回
）

加
固
　
博
敬
（新
１３
回
）

久
保
＝
　
勲
（新
博
回
一

井
手
　
　
峻
（新
１４
回
）

森
本
　
秀
夫
（新
１４
回
）

・醐
醐
　
脚
踊
一鰤
・６．４
口
一　
は
制
　
麒
脚
一綱
・９‐５
脚
一

再
開
第
二
日
の
東
海
朝
陽
会
を
開
催
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
八
十
歳
代
か
ら
二
十
歳
代
ま
で
の
幅
広

い
方
々
に
集
ま

っ
て
ぃ
た
だ
き
ま
し
た
。
東
京
に

転
勤
し
た
森
本
秀
夫
氏
（新
１４
回
）
が
は
ち
ば
る
駆

‥
‥
‥
―
・支
部
だ
よ
り


